
 

かがわ農商工連携ファンドの支援対象事業が決定しました！ 

 

 

 

 

 

１．概要 

 ①助成対象者 

  中小企業者と農林漁業者の連携体。 

（中小企業者は県内に本社又は事務所等が所在する者、農林漁業者は県内に生産拠点のある者） 

 ②助成対象事業 

  中小企業者と農林漁業者の連携体が行う新商品・新サービスの開発並びに販路開拓事業。 

 ③基本的要件 

  ・中小企業者と農林漁業者が連携し、互いの経営資源を活用することにより、当該連携体にと

って新しい商品やサービスの開発並びに販路の拡大に繋がること。 

  ・連携事業を通じて、それぞれの経営の改善が見込まれること。 

④助成率、助成額 

  助成金は、助成対象経費の３分の２以内であって、５０万円以上５００万円以下。 

 

２．ファンド拠出者 

独立行政法人中小企業基盤整備機構、県、株式会社百十四銀行、株式会社香川銀行、香川県信用

農業協同組合連合会、高松信用金庫、観音寺信用金庫、香川県漁業協同組合連合会、香川県信用組

合、香川県信用漁業協同組合連合会 

 

３．採択事業の詳細（順不同、敬称略） 
採択４件（申請８件）                            ※中：中小企業者、農：農林漁業者 

テーマ 事業者 採択額 

中 有限会社セキフーズ（三豊市財田町） 森のいちごモーイチくんのカキ

氷開発 農 株式会社森のいちご（三木町） ２，８２４千円

中 株式会社さぬきテクノ（三豊市山本町） 「孟宗竹」を活用した乳酸発酵

竹粉のペレット化技術の開発 農 大原 公（琴平町） 
３，６７１千円

中 株式会社瀬戸の香（小豆島町） 香川の気候を利用した「セミド

ライトマト」の生産・加工・販売 農 まつもと農園（綾川町） 
４，９２６千円

中 

・こんぴら温泉旅館ホテル協同組合（琴平町） 

・大庄屋株式会社（琴平町） 

・株式会社高橋商店（小豆島町） 

・株式会社フジフーヅ（さぬき市） 

「こんぴらにんにく」販売促進ブ

ランド化事業 

農 琴平にんにく部会（琴平町） 

４，５８９千円

※農商工連携支援事業 
事業主体：財団法人かがわ産業支援財団            事業費：１，５００千円 
事業内容：（財）かがわ産業支援財団が、農商工連携を支援するために実施する事業。 
       セミナー・研修会の開催、連携体に対する個別巡回指導などを実施。 

（財）かがわ産業支援財団では、県内中小企業者と農林漁業者が連携して行う新商品・新サービスの

開発等を支援し、地域経済の活性化につなげるため 28 億円の基金を造成し、その運用益を財源として実

施する「かがわ農商工連携ファンド事業」を今年度からスタートしました。 

この度、平成 21 年度の支援対象事業について、平成 21 年 6 月 26 日から 8 月 12 日まで募集したとこ

ろ、8件の申請があり、審査委員会での審査の結果、次の 4件の支援対象事業を決定しました。 



テーマ 概要 事業者 

中 有限会社セキフーズ（三豊市財田町） 

森のいちごモーイチくんのカキ

氷開発 

（株）森のいちごでは、低農薬で栽培したイチゴを観光農園形式で販

売しているが、規格外品を廃棄しており、その有効利用が課題であっ

た。また、(有)セキフーズは、自社栽培のイチゴを使用してジャムを製造

していたが、安定的な確保が困難になっていた。 

そのため、両者が連携し、規格外の原料を使用したイチゴジャム等を

開発するとともに、スラリーアイス製造機を使用したカキ氷に合うソース

も開発する。 

農 株式会社森のいちご（三木町） 

中 株式会社さぬきテクノ（三豊市山本町） 

「孟宗竹」を活用した乳酸発酵

竹粉のペレット化技術の開発 

（株）さぬきテクノは、問題となっている放置竹林の竹を使用し、土壌

改良剤として乳酸発酵の竹粉を開発したが、竹粉のみでは散布時に風

の影響を受けるなど取扱が困難であった。そのため、鶏糞と混ぜ合わせ

てペレット化により取扱を改善し、大原氏の協力のもと、同商品効果等を

数値的にデータ化して販売する。 

また、大原氏は同商品を使って栽培した野菜等のブランド化を図るこ

とにより、販路拡大を図る。 

農 大原 公（琴平町） 

中 株式会社瀬戸の香（小豆島町） 

香川の気候を利用した「セミド

ライトマト」の生産・加工・販売 

まつもと農園は栽培するトマトの規格外品を宇多津の塩を使用し天日

干しにする。この天日干しトマトの提供を受けた（株）瀬戸の香は、佃煮

製造で培った技術と設備を活用して、”セミドライトマトのオリーブ漬け”を

開発する。 

同商品は、宇多津の塩、綾川のトマト、小豆島産オリーブオイルなど

を使用するため、県産の原材料を使用した商品として販売する。 

農 まつもと農園（綾川町） 

中

・こんぴら温泉旅館ホテル協同組合（琴平町） 

・大庄屋株式会社（琴平町） 

・株式会社高橋商店（小豆島町） 

・株式会社フジフーヅ（さぬき市） 
「こんぴらにんにく」販売促進ブ

ランド化事業 

香川県はにんにくの生産量が全国２位であり、琴平町は県下最大の

生産地である。また、琴平町は金刀比羅宮を訪れる観光客が年間３００

万人おり、観光客を対象に「にんにく」を使用した多様な商品を開発し「こ

んぴらにんにく」をブランド化する。 

具体的には、（株）フジフーヅが讃岐夢豚、ニラ、玉葱、にんにくなどの

県産材料を使用した餃子の開発を行う。大庄屋（株）は、「さぬきの夢

2000」を使用したパスタを製造し、既に（株）高橋商店が開発したガーリッ

クオイルとセットにして販売する。また、こんぴら温泉旅館ホテル協同組

合が食材として提供したり、土産物店で販売する。さらに、琴平にんにく

部会は、こんぴらにんにくをPRするとともに、原材料の安定供給を行う。
農 琴平にんにく部会（琴平町） 




